
◎くわしくは市のホームページに掲載しています

平成30年９月分

市交際費の支出状況
◆日時／11月19日㈪　15時～　◆場所／第2委員会室（自由に傍聴できます）
◆問い合わせ／教育委員会 教育振興課　☎75－8022月の定例教育委員会のお知らせ11

今
月
の
帰
宅
放
送
は
、
東
原
庠
舎
中
央
校
9
年

　津
藤

　瑞
希
さ
ん
（
北
多
久
町
）
で
す

つ
ど
う

み
ず
き

今月の論語

先
ず
其
の
言
を
行
い
、

而
し
て
後
に
之
に
従
う

ま

そ

げ
ん

し
か

の
ち

こ
れ

し
た
が

まずは実行することが第一
だ。言葉でいうことはその
後でよい。

短 歌  《麦の芽短歌会 互選》俳 句  《互選》川 柳  《多久市川柳会 互選》

問い合わせ 総務課 秘書係 
☎75ー2115

「
基
本
的
人
権
の
享
有
」

支出種別 　区分　 件数　  金額（円）

弔 慰

見舞い

御 祝

賛 助

激励金

接 遇

会 費

その他

合 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

1 
45 

0 
0 
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30 

0 
3 

0 
0 

3 
9 

1 
22 

0 
2 

6 
111

5,000 
155,850 

0 
0 

2,000 
174,000 

0 
16,452 

0 
0 

16,354 
85,384 

10,000 
89,000 

0 
7,200 

33,354 
527,886

健 康 危 機 宣 言 市長　横尾  俊彦

No.256

き
ょ
う
ゆ
う

普段から不断に積み上げる 市長　横尾  俊彦

江
戸
か
ら
明
治
へ
〜
肥
前
た
く
幕
末
維
新
百
五
十
年
〜 

（
四
）
墓
標

　
左
上
の
写
真
は
北
多
久
町
に
あ
る
墓
地
の
一
角
で
す
。
中
央
に
一
段
高
く

見
え
る
の
は
観
世
音
菩
薩
立
像
で
、
左
手
に
蓮
華
を
持
ち
、
右
手
は
与
願
印

(

人
の
願
を
か
な
え
ま
す)

の
形
で
す
。
蓮
華
台
下
の
石
塔
に
は
「
為
先
祖
菩

提
　
念
仏
五
百
篇
　
吉
岡
氏
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、十
七
基
の
墓
標
が
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
元
文
、宝
暦
、明
和
、

文
化
、
文
政
、
天
保
、
文
久
、
慶
応
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
年
号
が
刻
ま
れ
、

年
号
で
判
断
で
き
る
範
囲
で
は
、
十
八
世

紀
中
頃
か
ら
二
十
世
紀
中
頃
ま
で
約
二
百

年
間
に
渡
り
、
菩
提
を
弔
い
続
け
て
き
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
写
真
後
方
四
列
目
左
隅
の
墓
標
側
面
に
、

標
題
写
真
に
示
し
た
慶
應
四
辰
年(

１
８
６

８
年)

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
故
人
の
没
年

か
、
建
立
年
か
は
不
明
で
す
が
、
こ
の
墓

標
が
、
幕
末
維
新
の
激
動
期
を
背
景
と
し

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

多
久
市
郷
土
資
料
館
長

　藤
井

　伸
幸

ふ
じ
い

の
ぶ
ゆ
き

（
九
月
改
元
明
治
元
年
）

※写真や内容は所有者の了解を得ています

　

　

改
革
志
向
の
有
志
市
長
で
災
害

対
策
・
防
災
を
テ
ー
マ
に
情
報
交
換

し
ま
し
た
。
今
年
は
豪
雨
・
台
風
が

多
く
、
各
々
苦
労
を
重
ね
て
お
り
、

特
に
注
目
は
暴
風
と
停
電
で
し
た
。

　

暴
風
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
も

記
載
困
難
で
、突
然
襲
っ
て
き
ま
す
。

規
模
も
気
象
次
第
で
変
わ
り
ま
す
。

大
型
台
風
で
は
直
下
で
な
く
、
離
れ

た
所
で
突
風
被
害
も
出
ま
す
。
台
風

24
号
で
は
今
出
川
河
川
敷
の
桜
が

い
く
つ
も
倒
れ
ま
し
た
。

　

停
電
は
暴
風
時
に
電
線
や
電
柱

へ
の
影
響
で
発
生
し
ま
す
。
台
風

24
号
で
は
市
内
の
一
部
で
発
生
し
た

停
電
の
地
区
に
急
行
し
ま
し
た
。
強

風
と
横
殴
り
の
小
雨
の
中
、
電
柱
に

登
っ
て
作
業
す
る
電
力
会
社
社
員

さ
ん
、
そ
の
真
下
で
電
柱
番
号
を
送

電
本
部
に
連
絡
し
対
応
を
急
ぐ
社
員

さ
ん
か
ら
状
況
を
聴
き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
北
海
道
で
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
が
発
生
。
突
然
の
大
規
模

停
電
で
一
時
は
パ
ニ
ッ
ク
と
な
り
、

日
本
経
済
へ
影
響
も
出
ま
し
た
。

　

市
内
の
送
電
線
網
の
詳
細
な
実

情
を
行
政
側
は
十
分
に
は
把
握
で
き

て
な
い
面
も
認
識
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
現
場
体
験
か
ら
、
電
力

会
社
の
危
機
管
理
情
報
と
市
役
所
の

災
害
対
策
本
部
情
報
を
共
有
し
、
対

応
に
当
た
る
べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
停
電
時
は「
回
復
は
い
つ
」

「
原
因
は
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が

電
力
会
社
に
殺
到
し
、
通
じ
な
い
と

市
役
所
に
集
中
す
る
と
い
う
具
合
で

す
。
こ
れ
に
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
対
応
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
や
こ
れ
や
で
九
州
電
力
と

県
内
首
長
の
情
報
交
換
の
場
で
、
対

策
強
化
を
提
案
し
ま
し
た
。「
普
段
か

ら
備
え
を
不
断
に
積
み
上
げ
る
」
は

防
災
の
要
諦
で
す
。
マ
イ
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
づ
く
り
も
各
地
区
の
防
災
訓

練
の
ひ
と
つ
と
し
て
有
効
で
す
。
大

切
な
情
報
、
身
近
な
人
材
を
繋
ぎ
、

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
高
め
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

来
月
は
師
走
。
気
忙
し
い
ほ
ど
安

全
運
転
。
急
ぐ
時
ほ
ど
一
呼
吸
。

■
日
時　

１２
月
９
日
㈰　

１１
時
３０
分
～

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

　

〇
人
権
標
語
・
人
権
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

　

〇
学
校
で
の
人
権
・
同
和
教
育
実
践
発
表

　

〇
Ｊ
ｉ
ｎ
ｊ
ｉ
ｎ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

・
北
村
尚
志

　
　

・
ら
ら
の
あ
ん
づ

　
　

・�

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ　

Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ　

Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ　

 

Ｐ
ｉ
ｅ
ｃ
ｅ

　
　

・
服
部
文
男

　

○
講
演　

冨
永
ボ
ン
ド

　

※�

福
祉
作
業
所
の
展
示
販
売

　

※
人
権
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
展
示

　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
、
明
る
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
み
な
さ
ん
で
「
人
権
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
、お
楽
し
み
抽
選
会
や
人
権
風
船
の
配
布
も
あ
り
ま
す
の
で
、家
族
そ
ろ
っ

て
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
多
久
市
人
権
フ
ェ
ス
タ
」
を

�

開
催
し
ま
す
！

問い合わせ 人権・同和対策課　☎75−4824

入
場

無
料

19 2018.1119

連
　
載


